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【目的】  

掛川市では、「希望が見えるまち」、「誰もが住みたくなるまち」をめざし、健康医療日

本一のまちづくりに向けて、地域健康医療支援センター「ふくしあ」を市内 5 ヶ所に設

置し市民サービスを提供している。 2017 年には、掛川東病院と掛川市が地域リハビリ

テーション支援に関する協定を締結し、健康増進や予防介護活動の支援等を実践してい

る。これまで、理学療法士や作業療法士を中心に活動を推進し、自立支援マネジメント

の提案まで発展している。しかし、言語聴覚士は人数の少なさから十分に関わる状況に

至っていないのが実情である。理学療法士や作業療法士等、活動している職種からは、

地域リハビリテーションを行う上で、コミュニケーションや摂食嚥下機能は重要な側面

であるが、どのような側面にどの程度の課題があるかなど不明なことが多いとの課題提

起を受けている。  

本研究では、“かけがわ「生涯お達者市民」推進プロジェクト in 三井”として掛川東

病院リハビリテーション科が行っている健康増進教室に通う市民のコミュニケーショ

ン・聴力・高次能機能・摂食嚥下機能に関する実態調査をし、掛川市民の健康増進に資

する言語聴覚療法の観点からの専門プログラムを開発し提案することを目的とする。  

 本研究の独創性は、掛川市と協定提携している掛川東病院とともに研究を実施するこ

とで、研究成果を即地域リハビリテーションの実践に結びつけられる点である。本研究

によって、新たな健康教室の開催や現在のプログラムの見直しが期待される。また、行

政・地域基幹病院・大学が共同活動をすることで、大学が持つ学術的知見を地域基幹病

院スタッフによって地域に還元され、更に行政によって全市民サービスに展開される発

展性が期待される。  

 本研究の具体的内容と最終目標については、健康増進教室・介護予防教室参加者のコ

ミュニケーション・聴力・高次脳機能・摂食嚥下機能について実態調査することである。

その後、実態調査結果を得て、専門的実践プログラムの開発およびパンフレットの作成

までを、本研究の最終目標として計画している。  

【方法】  

  掛川東病院リハビリテーション科が掛川市から委託されて行っている、健康増進教室

（“かけがわ「生涯お達者市民」推進プロジェクト in 三井”）に参加している参加者で希望

された方のコミュニケーション、聴力、高次脳機能，摂食嚥下機能を調査し、掛川市の高齢

者の特徴を可視化する。  

ⅰ）対象  

  健康増進教室（“かけがわ「生涯お達者市民」推進プロジェクト in 三井”）に参加

している参加者 29 名とした。被験者は年間 12 回行われている健康増進教室参加時に

チラシを渡し翌月の健康教室参加時に自ら応募した者を対象とした。 

  本研究では、実態調査であることから適格基準・除外基準を設けず、参加同意され

た方全員に調査を行った。 

ⅱ）方法  

本研究は聖隷クリストファー大学倫理審査申請において、承認を得られた後に開始  

した。 

【研究実施体制】  



 

研究実施体制は以下のように役割を決めて、実施した。  

役割 氏名  

 

所属施設  役割  

研究代表者  柴本 勇  

 

聖隷クリストファー

大学 

研究全般  

分担研究者 佐藤豊展  聖隷クリストファー

大学 

データ解析  

研究協力者  名倉達也  掛川東病院  掛川市との連絡・調整  

研究協力者  渡邊良平  掛川東病院  データ収集  

 

研究方法：  

  a.研究デザイン：横断研究 

b.実験方法：健康増進教室（“かけがわ「生涯お達者市民」推進プロジェクト in 三井”）

に参加している参加者 29 名に対して、年齢、身長、体重、発声・構音評価（ MPT、舌圧測定）、

摂食嚥下スクリーニング（ RSST、質問紙）、聴力検査、前頭葉機能検査、全身筋力（握力）、

言語（語想起）を実施した。実態調査結果をもとに、健康増進教室で活用するパンフレット

作成、 2020 年度の活動内容の提案をした。  

 

【結果】  

 本研究した参加者の実態調査結果を表 1 に示す。今回測定した結果では、以下のこと

が明らかとなった。体重、BMI を中心とする、栄養指標については全国平均と同等であっ

た。舌圧、握力、発声持続時間の筋力・呼吸機能についても、全国平均と同等であった。

加えて、前頭葉機能や言語機能等の認知言語についても全国平均と同等であった。  

表 1 実態調査結果  

 
  

 



 

しかし、嚥下機能では RSST（反復唾液嚥下テスト）は正常範囲内にも関わらず嚥下障

害質問紙で、嚥下障害を疑う参加者が約半数存在した。また、舌圧は正常範囲内であっ

ても構音反復運動が全国平均から有意に低下していた。更には、聴力が全国平均から有

意に低下している参加者が多いことも理解できた。  

 実態調査から理解できたこととしては、以下の点であった。  

・体重・BMI 等体格については全国平均レベル。  

・全身筋力は大きな問題はないが、構音反復運動や食事摂取等巧緻運動を要する課題の

成績が低下している。  

・聴力が低下している参加者が多い。 

・認知・前頭葉・言語機能に問題を抱える参加者は少ない。  

 これらの調査結果を経て、以下のパンフレット（図１）と 2020 年度のプログラム（図

２）を立案した。  

 

図１パンフレット             図２ 2020 年度プログラム  

 

実態調査で得た練習すべき内容を含めたパンフレットを健康増進教室（“かけがわ「生

涯お達者市民」推進プロジェクト in 三井”）に提供すると同時に、掛川市に対しても情

報提供した。同時に、 2020 年度の健康増進教室（“かけがわ「生涯お達者市民」推進プ

ロジェクト in 三井”）のプログラムに言語聴覚士が企画する内容を 2 回組み込むことに

なった。  
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【考察・結論】 

 本研究事業では、健康増進教室（“かけがわ「生涯お達者市民」推進プロジェクト in 三

井”）に参加する地域在住高齢者に対して、言語聴覚療法の範囲の機能実態調査を実施し、

その結果をもとにパンフレット作成と同時に言語聴覚士が参画するプログラムの開発を

目的に実施した。その結果、健康増進教室に通う高齢者では個々の機能、例えば筋力、

言語、認知、栄養は比較的保たれているが、複合的課題と聴力に低下を認める高齢者が

多かった。本結果から、健康増進教室に通う地域高齢者へのプログラムとしては、より

巧緻性を要する複合的課題を選択することが地域高齢者の健康増進に関与できると考え

られた。  

 本結果が、すべての地域高齢者に当てはまるか否かは今回の調査ではすべて当てはま

るか不明である。しかし、地域高齢者の特徴を理解したサービス提供が必要であること

が本実態調査から明らかになった。  

 一般的には、筋力向上や認知機能に対するアプローチに重点が置かれるが、掛川市の

健康増進教室（“かけがわ「生涯お達者市民」推進プロジェクト in 三井”）においては、

より高次のアプローチが適しており全国的な状況とは異なっていたことが特徴であっ

た。 
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【学会発表・論文発表の状況】  

2020 年度に本学紀要に投稿予定である。  


